
 
信州の旅（その三） 田舎蕎麦の大盛り 

小谷 一明

今回は東京の知人が松本へ引っ越したため、電気ドリル持
参でお手伝いに行きました。本棚を組み立てていると夕食時
になり、引っ越しそばを食べに上田の「刀屋」へ行こうとい
うことになりました。ここは池波正太郎が足繁く通った田舎
蕎麦の名店で、メニューは「小・中・普通・大盛り」とあり
ます。私は「腹がへっているんだったら大盛りがいいよ。僕
はそうでもないので普通でいいや」と言いました。初めて来
店した知人は「そうか、かなりおなかがへってるので、大盛
りにするよ」と、素直に私の薦めを聞いてくれます。私はこ
この名物である「カモ煮」と「ちらし（天ぷら）」もお祝い
だと言って、注文してあげました。そして出てきた大盛りを
見て、知人は青ざめます。盛大な山盛りでしかも箸で持ち上
げるのもしんどい、野太いそばです。彼は「こんなの食べき
れないよ！」と悲鳴をあげました。残すことの嫌いな知人の
苦汁に満ちた顔は、たまらなく愉快でした。やはり無知な知
人は楽しいなあと思いましたが、久しぶりに「普通」を食べ
た私もその量にすっかり参ってしまいました。 
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Ø 夜桜を楽しむ会 
4 月10 日（木）、じゅんさい池公園にて、恒例のお花見を開催しま

した。学生委員会からも参加があり（場所取りに活躍してもらいまし

た）、総勢33 名でした。篝火に照らされた七分咲きの枝垂桜は、肌寒

さを忘れてしまうほど見事でした。 

 

Ø 第七回通常総会 
5 月26 日（月）、来賓に岸井学長をお迎えして、第七回通常総会が

開催されました。第１号から第４号までの議案は、いずれも賛成多数

で可決されました。また、役員の改選が行われ、理事・監事として以

下の方々が選出されました。（敬称略） 

 

理事 

赤川舞（幼児教育１年）・真島可奈子（幼児教育１年）・加藤佳子（英

文１年）・加藤好美（英文１年）・並松茜（英文１年）・渡辺沙耶香（国

際１年）・渡辺有希子（国際１年）・坂口淳（教員）・笠原賀子（教員）・

島崎敬子（教員）・岩田遵子（教員）・福嶋秩子（教員）・デビット G.

クルソン（教員）・柳町裕子（教員）・長谷川義男（職員）・澤田靖夫（職

員）・五十嵐敦（生協職員）・市井謙一（生協職員） 

監事 

元井未紀（専攻科１年）・植木信一（教員）・水上則子（教員）・渡辺美

津子（職員）・鈴木ゆり子（職員） 

 

また、総会終了後ただちに第一回理事会が開催され、理事長として、

英文学科の福嶋秩子先生が選出されました。 

詳細な事業計画や予算、活動計画については、お手元の議案書でご

確認いただければと思います。今年度もご支援をよろしくお願いしま

す。 

 

Ø 「どこでもドアのかぎ ７」アンケート結果 
2003 年3 月に発行した「どこでもドアのかぎ ７」上で実施したアン

ケートに対して、読者から寄せられた回答をまとめました。詳細は、

生協ホームページ（http://www.nicol.ac.jp/~ktcoop/）に掲載しまし

たので、ご参照いただきたいと思いますが、回答の中からいくつかご

紹介します。 

 

全体についての感想や意見 

○題名だけでは読みたい気持ちにはならないけれど、コメントがつ

いているので興味を持った本が沢山生まれました。 

○沢山の先生からの本の紹介があり、私が知らない本も多くあった

ので、色々な発見ができてとてもよかったです。（中略）知って

いる先生が載っているともっと楽しくなるので、各学科（専攻）

から、１人だけでもいいのでそれぞれ出してほしいなと思いまし

た。 

この冊子を見て読みたくなった本 

「味覚障害とダイエット 『知られざる国民病』の処方箋」 

味覚障害の原因を知らないし、味覚障害には絶対なりたくない

ので、読んでみたいです。 

「絵のない絵本」 

今までは、本自体は知っていましたが、話の内容が分かりませ

んでした。でも、今回、それが分かったので、前から気になっ

ていた分、読みたくなりました。 

 

いろいろな先生方からのオススメを知りたい、という声は、かなり

強いようです。次号には、ますます多くのご推薦をいただけますよう

に・・。 

 

Ø 「信州の旅」シリーズ その三 
小谷先生の「信州の旅」シリーズ、第３弾です。 

（その一、その二を読んでいない！という方は、生協ホームページ

に掲載されているバックナンバーをご覧下さい。） 

 

きき耳ずきんのコーナー 


